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今回の作品は、より自然的な恐怖と美しさを追求したインスタレーションにしたい

と考えている。自然を挙げる理由としては、生き物が恐怖としているものの中で、

特に強い恐怖感を与えるものが、自然災害だからである。

また、晴れた夜空を何故入れる必要があるのかというと、人には「慣れ」という感

覚が存在し、楽しいことも、恐怖することも、段々と感じなくなってしまう。今回

のインスタもあまり長い時間雷の音を聴き続けると、恐怖を感じなくなってしまう

恐れがある。よって、晴れた夜空を演出することで、雷に慣れることを防止し、更に恐れがある。よって、晴れた夜空を演出することで、雷に慣れることを防止し、更に

安心感を与えることで、より恐怖を感じやすくする役割がある。


